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1886年に Willgerodt らによって 3 価の超原子価ヨウ素化合物である PhIC12 が合成されて以来， 20世紀中頃までに，
3 価， 5 価等の超原子価ヨウ素化合物が，およそ 1300種類ほど合成されたが，有機合成反応にはほとんど用いられて
いなかった。その後1980年代初期に，超原子価ヨウ素化合物が，水銀(11 ), タリウム (ill)，鉛(IV) 等の重金属酸化
剤と比較的類似した反応性を示し，またそれらと比べて毒性の低い酸化剤として働くことが明らかにされ，一躍これ
らの化合物が注目を集めるようになった。特に， PhI = 0 , PhI (OCOCH3) 2 (PIDA) , PhI (OCOCF3) 2 (PIFA) , 
PhI (OH) (OTs) 等の試薬に関する反応性の検討が，国内外の研究グループによって活発に行われてきた。
これらの超原子価ヨウ素試薬の構造は， 3 価の試薬を例にした場合， 2 つの電気陰性な配位子がアピカル位を占め，







ヨウ素試薬として PIDA， PIFA 等を用い，種々の新規な酸化反応を開発してきた。例えば，超原子価ヨウ素試薬を





著者は， p ージメトキシベンゼンを，ジクロロメタン (CH 2 C12) 中 PIFA と室温で反応させてもほとんど反応しな









2) 本反応の機構を考察した結果，フェノールエーテル類と PIFA が CT -錯体を生成し，これが直ちに l 電子移動
(SET) を起こして反応活性なカチオンラジカル中間体を生じて求核種導入反応が進行する，全く新しい反応機構を
提案した。 UV， ESR スペクトルを用いて本反応を追跡した結果，活性中間体と考えられるカチオンラジカル中間体
の存在を確認できた。
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入できるという新反応を見出した。有機金属試薬を用いないで芳香族フェノールエーテル類に直接， N3 , OAc，炭
素求核種， SPh, SCN 基等を導入するという画期的な反応を開発し， この分野の先駆的な研究を行った。
以上の成果は，博士(薬学)の学位論文に値するものと認めるo
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